この 「仙人」 は 琵琶湖に 近い o 町の 裁判官 を 勤めて 

へう たん 

ゐた。 彼の 道楽 は 何よりも 先に 古い 瓢簞を 集める こと 

だった。 従って 彼の 借りて ゐた 家に は 二階の 戸棚の 中 

もちろん かも ゐ 

は 勿論、 柱 や 鴨居に 打った 釘に も 瓢箪が 幾つ も ぶら 下 

つて ゐた。 

のち 

三年ば かりたった 後、 この 「仙人」 は o 町から H 巿 

へ 転任す る ことにな つた。 家具 家財 を 運ぶ の は 勿論 彼 

へう たん 

に は 何でもなかった。 が、 彼是 二百 余りの 瓢箪 を 運ぶ 

こと だけ はどうす る こと も 出来なかった。 

「汽車に 積んでも、 馬車に 積んでも、 無事に は 着かな 

いのに 違 ひない ご 



この 仙人 はいろ いろ 考 へた 揚句、 とうとう 瓢簞を 皆 

括リ合 はせ、 それ を 琵琶湖の 上へ 浮かせて 舟の 代りに 

する ことにした。 (その 又瓢簞 舟の 中心に なった の は 

ゆぎ やう やなぎ 

やはり 彼の 「掘り出して 来た」 遊行 柳の 根っこ だつ 

た。) 天気 は 丁度 晴れ渡った 上、 幸 ひ 風 も 吹かなかった。 

さ を 

彼 はかう いふ 瓢簞 舟に 乗り、 彼 自身 棹 を 使 ひながら、 

静かに 湖の 上 を 渡って 行った。 

昔の 仙人 は 誰も 皆 不老不死の 道に 達して ゐる。 しか 

しこの 「仙人」 だけ は 世間並みに だんだん 年 をと り、 

最後に 胃癌に なって しまった。 何でも 死ぬ 前夜に は 細 

リ 切った 両手 を あげ、 「あした あたり はお 目出度に な 



る だら う。 万歳！」 と 言った と 云 ふこと である。 しか 

ゅゐ ごん じ やう 

し 彼の 遺言状 は 生死 を 超越し ない 俗人よりも 更に 綿 

密 だった と 云 ふこと である。 尤も 彼の 遺族た ち はこの 

「仙人」 の 遺言状 を 一 々忠実に は 守らなかった らしい。 

のみならず 彼の 瓢簞を 目当てに 彼の 南画 を 習って ゐた 

年少の 才子 もない 訣 ではなかった。 従って 彼の 愛して 

カオ こ.^ 

ゐた 彼是 二百 余りの 瓢簞は 彼の 一 周忌 をす まない うち 

にいつ かど こかへ 流れ出して しまった。 
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